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図3．各種ハマダラカのEstアイソザイム・パターン模式図
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考 察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13　本邦に生息するハマダラカ属にっいてOtsuru　and　Ohmori（1960）は，形態が酷似しているsin－
ensis，　lesleri，　sineroides，　yatsushiroensis（ヤツシロハマダラカ）を一括してシナハマダラカ種群
（sinensis　sibiling　species　group）として取り扱った。その後，細胞遺伝学的方面から研究を行っ
　　　　　　　　　15た小熊・神田（1970）は，唾腺染色体（多糸染色体）の構造上（縞模様）の相違がら，koreicusは
sinensisやjuPonicusよりもsineroidesに染色体像が似ているとし，ハマダラヵ属はsinensis，　le－
steri，　yatsushiroensisに含まれる群，　sineroides，　leoreiCUSに含まれる群，およびjuPonicusの群
は別なものであるとした。従ってsineroidesに関する分類学的見解は未だ混乱が生じている。かか
る状況のなかで，近年アイソザイムのザイモグラムの相違によって種を同定し，系統的な類縁関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12を追跡しょうとする総合的な試みが塚本（1984）によって行われている。そこで筆者ら（1986）
は，本邦に生息する前記A％砂履θs属5種のザイモグラム・パターンについて検査するどともに，
sineroides』ﾌザイモグラム・パターンが何れの種のパターンに近似しているか否かを比較検討して
みることにLた・本実験で4令幼虫を用いた理由は・塚本が指摘し筆者らも確認したように，各ス
テージにおける活性バンドの出現は図4に示した如く4令幼虫において最も顕著であったからであ
る。ザイモグラム・パターンが類似することはタンパク質の一次構造が似ていることを意味するの
で，遺伝子的に近縁な種類とみなされる。本研究で検討した2酵素のうちLAPはsinensis　group
のいずれの種も主要活性バンドはRf・80，70の2本であり，主要活性バンドが3本のkoreicvs，カー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17Ponicus及びオオハマハマダラカ（AnoPheles　saPeroi）とシま明らかに異なっている。一方，　Estで
は，各種ともLAPより多くのアイソザイム多形が観察されたが，やはり’　sinensis　groupとkorei－
kus，7’aPonicusの間には差が認められた。このことは，　sinensis　groupが遺伝子的に近縁であるこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15とを示唆するものであろう。特にsinensisよりkoreiCUSに近い（小熊・神田）とされるsineroi－
desの2酵素のザイモグラム・パターンが吻6厩sに酷似していることは，外部形態の類似とあい
まって，本種がよりsinensis　groupに近縁であぼヒとを示唆するものと考えられる。しかし，僅か
2種類の酵素から種の類縁1生を推定することは危険であり，今後他の酵素についても検討を進め，
また多くの種の各地個体群について精査する必要があろう。なお，Estのザイモグラム・パターン
に多くのアイソザイム多形がみられることは，本酵素が種の遺伝子的特性をよく反映していると思
われるので，この酵素の解析は，近似種間の類縁関係を判断するとこに役立つと考えられる。とこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ4ろで，今回のEstの・ミンドの分離が不明瞭なものが少なくなかった。この原因は恐らく塚本が指摘
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図4．Anophel6s　stephensiとAedesαegypkの各ステージにおけるLAPザイモグラム
　　Ad（成虫），　Pu（蝋），4in（4令用中），2in（2令幼虫），　E（卵）
　　　（試料は塚本から供与を受けた）
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しているようにゲル濃度が低いためと推測されるので，今後は6％程度にゲ’ル濃度を変えて再検討
することが必要と考える。
結 論
　sinensis，　lesteri，　sineroides，　leoreicus，　juPonicus　5種の類縁関係を生化学的に調べるためにロイ
シンアミノペプチダーゼ（LAP）と非特異性エステラーゼ（Est）の2酵素を用い，アイソザイ
ムに関する電気泳動実験を試みた。その結果LAPのザイモグラム・パターンは，　sinensis　grOUP
の内では互いに酷似し，leoreiczasや7’aPonicusと。ま明瞭に異なっていた。　Estの場合は，ロイシ
ンアミノペプチダーゼよりも多くのアイソザイム多形が観察されたが，その代表的なアイソザイ
ム・パターンは種に対応すると共に，sinensis　groupに属する種では他のハマダラカよりも近似し
たアイソザイム・パターンが観察された。このことは，sinensis　groupが生化学的にも近縁な種で
構成されていることを示唆するものと考える。特に唾腺染色体の構造から加アθ蜘3に近縁とみなさ
れているsineroidesのザイモグラム・パターンはsinensisに酷似していることが確認された。
このことは，sinenroidesを形態学的観点からsinensis　groupとして取り扱ったOtsuru　and
　　　130hmoriの見解とあいまって，　sineroiaesがより系統的にsinensis　groupに近縁な種であること
を示唆するものと考える。
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図5．Anopheles　sinenstsのLAPザイモグ
　　ラム
　　（岩手県岩泉個体群）
図8．Anopheles　koreicusのLAPザイモグ
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　　　（岩手県岩泉産）
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図6．Anophetes　3種の同一ゲル板における
　　LAPザイモグラム
　　　testeri（秋田県大内産），　sinests．　sine－
　　roides（岩手県岩泉産）
図9．Anopheles　lindesaii　jαponicusのLAP
　　ザイモグラム（新潟県弥彦産）
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図7．Anopheles　sineroidesのLAPザイモグ
　　ラム（岩手県岩泉産）
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図10．Anopheles　Ze5’erfあLAPザイモグラム
　　1，2（北海道深川産）
　　3，4（北海道剣淵産）
　　5，6（秋田県大内産）
懸　　纒　　、，
　　i　　：譲瀬霧鑓塗鵬、
　　3　　　4
鑛麟．叢．
が欝難
　　　　　総
シナハマダラカ群とチョウセンハマダラカのアイソザイム・パターン 9
シナハマダラカ群とチョウセンハマダラカの幼虫期におけるアイソザイム・パターン
灘　十・
図11．Anophetes　3種のLAPザイモグラム
、L（lesteri，秋田県大内産）
　　S（sinensts，岩手県岩泉産）
　　Sd（sineroides，岩手県岩泉産）
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図14．Anoρheles　sinenstsのEstザイモグラム
　　（岩手県岩泉産）
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図12．　Anoρhetes　3種のLAPザイモグラム
　　S（sinensis），　Sd（sineroides），　K（koreicus）
　　　岩手県岩泉産
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図15．Anopheles　lesteriのEstザイモグラム
　　1，2（北海道深川産）
　　3，4（北海道剣淵産）
　　5，6（秋田県大内産）
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図13。Anopheles　2種のLAPザイモグラム
　　J（ノaρonicus，新潟県弥彦産）
　　L（lesteri，北海道剣淵産）
図16．Anopheles　sineroidesのEstザイモグラ
　　ム（岩手県岩泉産）
ノ0
長島義介・関川弘雄
シナハマダラカ群とチョウセンハマダラカの幼虫期におけるアイソザイム・バターン
＋躍灘響霧霧響
一鋤　鱒　購＿　硝晦　翻繭臨　噸鱒繭嚢
　　K　　　K　　　K　　　K　　　K　　　K
＋羅霧覇
　驚嵩”縛製
噛鱒麟灘鱒鱒藁i講麟li
　　L　ヱ　Sd　Sd
難
　ゑよ　ニハ’　　l’E　1・lロ
謹灘灘
，1聡勲鰍薦灘鵬灘
　K　　　K
図17．Anopheles　koricusのEstザイモグラム
　　　岩手県岩泉産
図20．Anophetes　3種のEstザイモグラム
　　L（testeri，秋田県大内産）
　　Sd（sineroides，岩手県岩泉産）
　　K（koreicus，岩手県岩泉産）
難
｝翻　」ちr貿“：一　・
灘繋』@　”　　　　　　　　　　　　　　、
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　　ザイモグラム
　　　新潟県弥彦産
図21．An’opheles　3種のEstザイモグラム
　　L（lesteri，秋田県大内産）
　　S（sinensts，岩手県岩泉産）
　　Sd（sinero　ides，岩手県岩泉産）
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　　1～3，（秋田県大内産）
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図22．Anopheles　2種のEstザイモグラム
　　Sd（sineroides，岩手県岩泉産）
　　K（koreicus，岩手県岩泉産）
